
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
～ 

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

～ 

不
在
者
投
票 

～ 

 

 

平
成
二
十
五
年
七
月
十
七
日
（
水
）
に
、
仁
生
園
に
入

所
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
、
外
部
立
会
人
の
も
と
第
二
十
三 

 
 

      

 

七
月
八
日
（
月
）
、
誕
生

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

誕
生
会
食
に
は
、
甲
斐
市

中
下
条 

中
村
禮
子
様
よ

り
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ス
イ

カ
」
も
添
え
ら
れ
、
入
所
者

様
、
来
園
さ
れ
た
ご
家
族
の

皆
様
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 
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感
謝 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第 170号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 25年 8月 1日 

 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
ご
意
見
・
ご
要
望
、
ま
た
、
施
設

見
学
等
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 ・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 

内 

田 
 

英 

子 
 

様 

・
甲
斐
市
中
下
条 

 
 
 

中 

村 
 

禮 

子 
 

様 

    

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

美 

代 
 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

新 

海 
 

昭 

枝 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

井 

上 
 

早
智
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

三 

村 
 

明 

子 
 

様 

      

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

清 

水 

健 

二 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

菊 

嶋 
 
 

保 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

渡 

邊 

さ
つ
き 

 

様 

・
長
野
市
栗
田 

 
 
 

日
清
医
療
食
品
㈱
中
部
支
店 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

田 

中 
 
 

茂 
 

様 

・
日
野
市
神
明 

 
 
 

木 

村 

邦 

昭 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

進 

藤 

玲 

子 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

茅 

野 

光
一
郎 

 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

や
ま
三
呉
服
店 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

山
梨
中
央
銀
行
長
坂
支
店 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

小 

松 

け
さ
子 

 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

砂 

山 

可
乃
江 

 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

谷

桜

酒

造

㈲ 
 

様 

・
韮
崎
市
穴
山
町 

 
 

社
会
福
祉
法
人
信
和
会 

 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 

坂 

本 
 
 

仁 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

堀 

込 

一 

幸 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

入 

江 
 
 

薫 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

浅 

川 

元 

晴 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

清 

水 

長 

治 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

進 

藤 

純 

世 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

武 

田 

和 

久 
 

様 

・
甲
府
市
中
村
町 

 
 

相 

良 

紀 

昭 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

矢 

島 

正 

一 
 

様 

・
北
杜
市
白
州
町 

 
 

小 

林 

栄 

二 
 

様 

・
北
杜
市
明
野
町 

 
 

清 

水 
 
 

充 
 

様 

・
北
杜
市
須
玉
町 

 
 

丸 

茂 

美 

直 
 

様 

                         

 

 

 

～ 

七
月
の
誕
生
会 

～ 

回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
不
在
者
投
票

を
行
い
ま
し
た
。 

仁
生
園
で
は
、
代

理
投
票
を
希
望
さ
れ

る
方
が
多
い
状
況
で

し
た
が
、
速
や
か
に

投
票
箱
ま
で
移
動
さ

れ
投
票
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。 
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仁
生
園 

夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
長 
 

北 

原 

す 

づ 

か 

今
年
は
、
七
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら
、
恒

例
の
「
仁
生
園
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
年
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
利
用
者
の
皆
様
、
御
家
族

様
、
ご
来
賓
の
方
々
に
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
同
全
力
で
企
画
し
て
参

り
ま
し
た
。 

冒
頭
、
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し
て
い
る
こ
ろ
か

ら
降
雨
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
屋
内
会
場
へ
の
移
動
と
な

り
ま
し
た
。
ご
来
園
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
会
場
で
は
、「
寿
美
浩
会
様
」
の

舞
踊
「
信
玄
ロ
ッ
ク
」
は
、
力
強
く
活
気
に
満
ち
溢
れ
、

皆
様
の
お
身
体
が
自
然
に
動
き
出
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、「
北
杜
幸
一
様
」
の
歌
謡
シ
ョ
ー
か
ら
は
、
会
場

を
再
び
屋
外
へ
移
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

北
杜
幸
一
様
の
楽
し
い
御
喋
り
と
歌
声
に
聞
き
入
り
、

懐
か
し
い
歌
謡
曲
に
は
、
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
一
緒
に

口
ず
さ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

盆
踊
り
は
、
寿
美
浩
会
の
皆
様
に
も
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
の
打
ち
上
げ
花
火
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
大
歓
声
が
あ

が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
夏
ま
つ
り
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 七
月
二
十
七
日
（
土
） 

仁 

生 

園 

夏 

ま 

つ 

り 

開 

催 

 
 

 

 
 

 

雨も上がり会場を屋外に移し、開放的な雰囲気の中での仁生園夏まつりの様子。 

 

仁生園夏まつりのフィナーレ、花火（ナイアガラ）に皆さんの目が釘付け！ 

夏祭りの様子。 
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仁 

生 

園 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

家
族
会 

 

 

七
月
二
十
七
日
（
土
）
仁
生
園
夏
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」
の
家
族
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
は
初
め
て
の
催
し
物
と
し
て
、
入
居
者
様
の
息
子

様
が
「
そ
ば
打
ち
」
を
目
の
前
で
行
っ
て
下
さ
り
、
皆
さ

ん
打
ち
た
て
の
そ
ば
を
味
わ
う
事
が
で
き
、
ご
家
族
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

寿美浩会の皆様の舞踊披露 

突然の夕立ちで、屋内特設会場へ移動して・・・ 

寿美浩会の皆様による舞踊「信玄ロック」は、迫力あるステ

ージになりました。ちょっと窮屈な感じになってしまったのが

惜しまれます。これからも期待しています。 

北杜幸一様による歌謡ショー 

 日頃は、お勤めの傍らこのようなステージ

やカラオケ教室などでの歌謡指導、また、地

元の介護施設等でのボランティアにご活躍

されているそうです。 

－夏まつり雑感－ 

仁生園では、土曜

日の開催に変更し

てから４回目、７月

開催としてから２

回目になります。 

第二仁生園は「お

天気にも恵まれて

…」なのですが、仁

生園はなぜか「…」 

寿美浩会の皆様による踊り

「山梨ふるさと音頭」「これ

から音頭」、それに入所者様、

ご家族様ならびにご来場者

様、職員も加わって「炭坑節」

終りに「武田節」など会場全

体で盛り上がることが出来ま

した。次回も、これ以上に盛

り上げて！！！ 
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第
二
仁
生
園 

夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
長 

 

斉 
 

藤 
 
 

諒 

 

七
月
三
十
一
日
（
水
）
第
二
仁
生
園
の
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
例
年
よ
り
や
や
遅
い
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事
に
夏
ま
つ
り
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
第
二
仁
生
園
の
夏
ま
つ
り
で
は
、
先
ず
、
毎

年
恒
例
の
催
し
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
、
利
用
者
様
参
加

の
太
鼓
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
演
奏
も
利
用
者

様
・
職
員
共
に
存
分
に
練
習
の
成
果
を
見
せ
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
太
鼓
演
奏
同
様
、
今
年
も
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
利
用
者
様
と
一
緒
に
行
い
、
沢
山
の
人
が
見

守
る
中
、
素
敵
な
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
よ
さ
こ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
華
風
舞
姫
」
の
皆
様
に
よ

る
よ
さ
こ
い
踊
り
は
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
皆
様
に
も

大
変
好
評
で
、
つ
い
屋
台
の
食
事
を
食
べ
る
手
も
止
ま
り
、

真
剣
に
見
入
っ
て
し
ま
う
方
も
い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
屋
台
で
は
、
お
祭
り
で 

お
馴
染
の
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
焼
き
鳥
、
そ
し
て
今

年
は
か
き
氷
も
加
わ
り
、
利
用
者
様
だ
け
で
は
な
く
、
ご

家
族
の
皆
様
や
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
も
好
評
で
し
た
。 

 

最
後
に
は
噴
出
花
火
、
連
発
花
火
、
打
ち
上
げ
花
火
、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
と
、
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
が
あ
る
沢
山
の
花

火
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

猛
暑
が
続
い
て
い
る
今
年
の
夏
で
す
が
、
夏
な
ら
で
は

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
屋
台
、
沢
山
の
花
火
で
暑
さ
を
忘

れ
る
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
楽
し

め
る
夏
ま
つ
り
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

七
月
三
十
一
日
（
水
） 

第 

二 

仁 

生 

園 

夏 

ま 

つ 

り 

開 

催 

 
 

 

 
 

 

北杜市内を中心に活動されている、華風舞姫（はなふぶき）のメンバー１０名による「よさこい」。 

 

利用者、華風舞姫の皆さん、ご家族、職員一同で武田節・炭坑節の盆踊り。
夏祭りの様子。 


